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平成 28 年度学校評価について 

帝塚山幼稚園は、平成 28 年度の教育活動及びその他の学校運営の状況について、学校

評価を実施しました。 

学校評価は、保護者を対象としたアンケート結果、育友会等との懇談会で寄せられた御

意見等を活用のうえ自ら評価を行い、さらにその結果について学校関係者による評価を行

いました。 

このたびの結果を踏まえ、更なる教育水準の向上を目指して、教育活動及び学校運営の

改善工夫に組織をあげて継続的に取り組んでいく所存です。 

帝塚山幼稚園 

園長 塚本 真紀 



１．総括

学園の建学の理念

本園の重点目標
（教育目標）

具体的目標

Ａ

○　各学校との積極的連携

①　研究・研修の推進・充実
②　学校評価の実施・教員評価の
　実施推進
③　幼稚園リスクの対策強化
④　財政健全化策の強化

○　広報活動の充実と効果的な
　募集活動の展開

 総合評価は４段階【Ａ：十分である（よくできた）、Ｂ：ほぼ十分である（できた）、Ｃ：あまり十分でない（あまりできなかった）、Ｄ：改善を要する（できなかった）】

「国家・社会の負託に応える有為の人材を育成する」

「生きる力の基盤と学びの基礎の育成」

 “一人ひとりの個性を大切にし、気品と礼節のある子ども、強健な身体と豊かな感
性、自律的精神をもつ子どもを育成する。”

１．保育内容の充実と特色ある保育
　の実践

①　教育目標の共有化
②　自然教育の推進・質の向上
③　道徳心と豊かな情操の涵養
④　強健な身体を養うための教育
　の実践
⑤　子育て支援事業の充実強化

　保育内容の充実と特色ある保育の
実践に関しては、四季の自然を主題
にした自然教育を推進した。本園独
自の教育課程による活動に対して
は、公開保育研究会を２回実施し、
園外の教育従事者100余名から批講評
を教育現場にフィードバックするな
ど、更なる保育内容の質の向上に努
めた。
　また、園児の心身の健やかな成長
を目的とした食育活動に、各家庭と
連携するとともに、併設の帝塚山大
学現代生活学部食物栄養学科の協力
を得て取り組んだ。今後も保護者の
理解のもと系統立てたうえ、内容の
充実に取り組む。
　幼稚園の園児募集に関しては、募
集活動を強化し、２歳児教育からの
入園者は増加したものの、結果とし
ては募集定員を充足させることがで
きなかった。２歳児教育については
募集定員を上回る入会者を得られ
た。募集定員を充足するべく今後も
更なる広報活動の工夫、展開が必要
である。
　帝塚山小学校への内部進学は、同
小学校での体験授業や合同行事、幼
小教員間の連絡・連携を密にするな
ど内部推薦制度の充実化を図ったこ
とにより、同小学校への内部進学率
は75.７％であった。

 四季の自然を主軸とした教育カリキュラムは、本園独自の取り組みである。園児の個
性を尊重し、感性豊かな心と社会性を育む教育内容の充実を図り、実践した。

 園児の実態に即した更なる教育の実践を図る。各家庭とも連携して園児が健やかな心
身の成長を遂げられるよう、今後も教員の指導力向上に努める。

[課題]

[成果]

本年度の重点目標

２．教育連携の強化

４．園児募集活動の強化

前年度の成果と課題

３．教員の意識改革・行動改革推進
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具体的目標・方策及び評価指標
※（　）内は評価指標

評価結果の分析
（評価の観点、理由）

今後の課題・改善方策

教育目標の明確化

建学の精神と幼稚園教育要領を
踏まえ､園の教育理念･教育方針
にしたがい「生きる力を育み、
豊かな心を育てる」という教育
目標を設定、周知のうえ実行す
る。

A
４月の職員会議において、園の教育目標を設
定・確認のうえ、全教員が共通理解のもと教
育活動を実践した。

できるだけ早期に年度の
教育目標を設定し、共通
理解を図り実践する。

教育目標の周知
園の教育目標を保護者に各学期
ごとに周知を図る。

A

園の教育目標を全クラス保護者会、育友会総
会や各学期の保護者会で伝えるとともに、月
ごとに掲げた目標を園便りを通じて周知し
た。

今後も、園便りや学級通
信、園長室だよりを通じ
て周知する。

指導計画の充実
教育要領、教育課程、子どもの
実態などをもとに考えて作成す
る。

A
進捗状況に応じて、修正を加えながら年間指
導計画を確実に実行した。

今後も、園児の実情に即
した変更を可能にする弾
力性が必要である。

五感教育の推進
園外での直接体験や本物体験を
含め五感教育に取組む。（各学
期複数回実施）

A
年12回の園外保育を実施し、遊びの充実を
図った。

今後も教育内容に即した
本物体験を意識して取り
入れていく必要がある。

自律を促す指導の推進
規則正しい生活習慣の定着と道
徳心の養成に向けての指導を定
期的に行う。（年10回実施）

A
年間を通じて、園児の実態に応じた指導を毎
月１回、年12回行った。

計画と修正を繰り返しな
がら、実態に即した指導
を行う必要がある。

研究保育の実施
外部講師を招聘し、計画的に園
内研究保育を行う。（年10回実
施）

A
外部講師を招いた園内研究保育をほぼ毎月、
年11回実施した。

今後も継続実施し、研鑽
に努める。

公開保育の実施
公開保育を実施し、外部者から
の評価を教育の現場に活かす。
（年1回実施）

A
年２回各100名余りの参加者のもと、外部講
師を招いた公開保育研究会を実施した。

今後も継続実施し、園教
育の充実を図る。

研修成果の共有

各学期に参加した外部研修の成
果を内部研修などで発表し、教
職員の共通理解を図る。（延べ
18回参加）

A
各教員が参加した延べ20回以上の外部研修で
得た知見を都度報告し合い、教員のスキル
アップに努めた。

教員全員が幅広い内容の
研修機会をもてるように
計画する。

教
員
評
価

教員評価の推進
教員評価の実施に向けて評価
シート作成に取組む。

C Ｃ
教員評価シートの作成に向けて検討したが、
実施にはいたらなかった。

今後、教員評価の実施に
向けて取り組む必要があ
る。

小学校との連携推進・内
部進学の充実

帝塚山小学校児童との交流を深
め、幼小連携の体制作りに取組
み、内部進学を推進する。（内
部進学率80％）

A

高学年国際交流部による英語の絵本の読み聞
かせを実施した。帝塚山小学校への内部進学
率は75.7％に留まったが、公立小学校進学者
以外はほぼ内部進学した。

帝塚山小学校との交流に
ついては実施回数を検討
するとともに、、英語科
の幼小連携カリキュラム
の作成に取り組む。

大学との連携推進

帝塚山大学各学部・学科より有
効な情報提供や指導・助言を受
け、教育現場に活かすととも
に、大学生と様々な交流活動を
行う。（複数回実施）

B
園児の各家庭とも連携した形での食育活動実
施に努めた。大学現代生活学部食物栄養学科
との教育連携を合計３件行った。

今後食育指導を系統的に
行えるように計画してい
く必要がある。

各学校との情報共有
各学校の情報を共有することに
努める。

A
帝塚山小学校・帝塚山大学と教育連携を強め
るとともに、可能な限り幼稚園教育の内容に
取り込めるよう努めた。

各学校の情報を得ると同
時に、幼稚園に関しても
各学校に理解してもらえ
るように努める必要が
る。

教
育
目
標

Ｂ

指
導
計
画
の
作
成

研
修

Ａ

Ａ

Ａ

教
育
連
携
・
内
部
進
学

評価は４段階【Ａ：十分である（よくできた）、Ｂ：ほぼ十分である（できた）、Ｃ：あまり十分でない（あまりできなかった）、Ｄ：改善を要する（できなかった）】

２.-①　自己評価（教育活動に関するもの）

自己
評価

評価項目
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２.-②　自己評価（学校経営に関するもの）

具体的目標・方策及び評価指標
※（　）内は評価指標

評価結果の分析
（評価の観点、理由）

今後の課題・改善方策

教育目標の共有
園長の指導のもと、教育目標の
周知を毎学期毎行う。（年３回
実施）

A
月１回、年12回の職員会議で教育目標の周知
を図った。

具体的に運営に生かして
いく方法についてさらに
検討する必要がある。

組織体制の整備
園務を教務部、入試広報部、環
境部に分掌し、適切な運営とそ
の責任体制を整備している。

A
園の実態に即した校務組織に整備して運営を
行った。

役割と分掌についてより
園の実態に即した整備が
必要である。

学校安全計画の立案・実
行

安全管理体制の構築のため学校
安全計画を立て、実行する。
（複数回実施）

A
学校安全計画に沿って避難訓練を合計５回実
施した。

これからも幼稚園、園児
の実態に応じて内容を見
直す必要がある。

危機管理マニュアルの整
備

日常の安全点検・月1回の園内
安全点検を充実させ、危機管理
マニュアルの周知を行う。（年
10回実施）

A
安全環境部により月1回、年12回の安全点検
を行った。

定期的な施設設備安全点
検についてより詳細な点
検項目を検討する必要が
ある。

保健機関との連携
地域保健・医療機関との連絡体
制を整え、各学期1回程度の指
導を受ける。（複数回実施）

B
各学期１回、年３回、地域保健・医療機関と
の連携を図りながら、保健管理を行った。

組織的な連絡・協力体制
を構築する必要がある。

学校保健計画の立案・実
行

学校保健計画を作成し、確実に
実施する。

A 学校保健計画通りに実施することができた。
これからも幼稚園、園児
の実態に応じて内容を見
直す必要がある。

保健管理の充実

園児の健康管理や怪我等に速や
かに対応するとともにアレル
ギーについてのマニュアルに沿
い実施する。

A
全職員に対するエピペンやＡＥＤ等の取扱講
習を行い、健康管理の意識を高めた。

今後も継続実施する。

個人情報の管理徹底
個人情報の保護、管理を周知徹
底する。

A 個人情報を適切に保護・管理した。
今後もＰＣによる業務を
慎重に行う必要がある。

適正な情報の保管
公文書が安全に管理、保管す
る。

A
職員会議等で、園内外の情報の共有するとと
もに、情報管理の徹底を図った。

徹底した管理と保管につ
いて確認が必要である。

育友会との連携

育友会と互いに協力し合うとと
もに、連携を緊密にし、育友会
主催行事を実施する。（複数回
実施）

A
帝塚山小学校との幼小合同花火大会及び幼小
合同バザーの２件の育友会行事を実施し、保
護者との連携を深めた。

今後も密に連携していく
必要がある。

保護者ニーズの把握
保護者アンケートを実施し、保
護者のニーズの把握に努め､要
望や苦情に適切な対応を図る。

A

保育内容の高い満足度は維持した。担任と園
長補佐が中心となり、特に強く要望があった
幼稚園からの連絡方法についての改善を図っ
た。

今後も丁寧な対応が必要
である。

教育情報の発信
園だより等で幼稚園の情報や教
育内容を、毎月１回発信する。
（年10回発信）

A
毎月１回、年12回の園便りに加え、各学期１
回の園長室だよりを通して詳細な情報発信に
努めた。

今後も継続実施する。

きめ細かな情報提供
「クラスだより」を発信して、
情報を共有する。（月２回発
信）

A
担任からのお知らせやお願いを「クラスだよ
り」に盛り込んで月３回以上発信した。

今後も継続実施し、きめ
細やかな情報発信に努め
る。

ホームページの活用
幼稚園教育や活動など、ホーム
ページの更新に努める。（週１
回以上更新）

A

２歳児教育、幼稚園とも、保育日はホーム
ページにニュース＆トピックスをほぼ毎日更
新し、積極的に新しいニュースの発信を行っ
た。

園の日常の保育活動につ
いての情報を今後も効果
的に発信する必要があ
る。

子
育
て
支
援

子育て支援の充実
子育て支援講座の定期的実施や
保護者の子育てに関する相談窓
口を設ける。

A Ａ
帝塚山大学現代生活学部こども学科教授によ
る講座を実施し、好評を得た。子育てに関す
る相談窓口を明確にした。

今後も継続実施する。

預
か
り
保
育

預かり保育の充実

園児、保護者の実態を見なが
ら、通常保育期間に加え、長期
休業中についても年間20日以
上、預かり保育を行う。（実施
日数）

A Ａ
預かり保育は、園舎に加えて帝塚山大学の施
設も利用し、有効に実施することができた。
長期休業中の預かり保育を22日行った。

今後も預かり保育を継続
実施する。

Ｂ

Ａ

組
織
運
営

評価項目
自己
評価

保
護
者
と
の
連
携

情
報
提
供

安
全
管
理

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

保
健
管
理

情
報
管
理
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具体的目標・方策及び評価指標
※（　）内は評価指標

評価結果の分析
（評価の観点、理由）

今後の課題・改善方策

広報活動の強化

体験保育や発表会等の広報を、
子どもや保護者に効果的な案内
を行い、幼稚園に対する親密感
を感じていただく。（参加者数
延べ90人以上）

B
保育参観や園児発表、年長児と触れ合う体験
保育を実施し親密感を持ってもらった。参加
者数は延べ91人だった。

体験保育の内容と時期、
回数について、更に検討
の必要がある。

外部入試説明会への積極
参加

外部の入園説明会に参加する。
（複数回参加）

C
合計３回の外部説明会に参加し、出願につな
げる努力を行ったものの、募集定員を充足さ
せることができなかった。

参加依頼を待つのではな
く、積極的に働きかけて
いく必要がある。

個別見学への対応

各募集行事についての情報を適
時に更新するとともに、園案内
の送付も継続的に行う。また、
年間通じて個別の園見学を実施
する。（参加者数延べ80人以
上）

B

ホームページのトップにデザイン展開機能を
追加し、各募集行事を視覚化し発信した。年
2回実施した説明会には延べ80人参加し、そ
の他個別の幼稚園見学にも対応した。

今後、益々ＨＰでの広報
展開を有効に実施してい
く必要がある。

学
校
評
価

学校評価の推進

学校評価を実施し、その結果に
より教育活動、学校運営の改善
工夫に継続的に取り組む。（総
合評価「Ａ」確保）

A Ａ

平成28年度学校関係者評価を実施し、総合評
価「Ａ」を確保するとともに、その結果を可
能な限り数値化し、平成29年度園運営や教育
内容の見直しに役立てた。

学校関係者評価を継続実
施し、その結果を今後
益々園運営や教育内容の
改善に努める必要があ
る。

学
校
運
営

予算執行の適正化
経費のうち、特に印刷費の節約
を図る。（印刷費10％節減）

A Ａ
特に印刷経費を約20％節減した。また、策定
された「財政健全化計画（小学校・幼稚園
編）」全教職員に配付し、徹底を図った。

今後も教職員一同協力し
て、物件費節約に努め
る。

３．学校関係者評価

⑦　２歳児教育の拡大を図り、幼稚園の園児募集につなげてはどう
　か。

⑧　大学との連携など学園内の色々な交流をもっとアピールしては
　どうか。

①　園児募集に関しては募集定員の充足を達成できなかったので、総合的
　評価をＣとした。次年度は募集定員の充足を目指し、更なる教育内容の
　充実と広報活動の強化を図りたい。

②　「研究保育」は外部講師を招き、全職員が毎月１回行う園内研究会を
　指し、「公開保育」は、大学教員、他の公私立園の教員、保育士に自園
　の保育を公開し、参加者の批評、講評を受け、討議会を実施している研
　修会を指す。今後どちらも継続実施し、研鑽を積みたいと考えている。

③　現在定期的に実施している特別支援の研修を継続させ、保育内容の向上
にしていきたい。

④　施設面での改善方策について法人と検討中である。

⑦　２歳児教育の内容及び幼稚園との接続教育のより一層の充実を図り、
　入園希望率の維持向上に努める。
　　また、２歳児教育の拡充可否について調査検討を行いたい。

⑧　学園内各学校との様々な教育連携を実施し、総合学園の強みとして
　アピールしていきたい。

Ｃ

評価は４段階【Ａ：十分である（よくできた）、Ｂ：ほぼ十分である（できた）、Ｃ：あまり十分でない（あまりできなかった）、Ｄ：改善を要する（できなかった）】

④　昨年度に引き続き、施設面での改善は、計画中であると聞く
　が、それを推進することが必要と思われる。

⑤　保護者のニーズをしっかり受け止め、預かり保育をさらにア
　ピールすると共に内容の充実を検討し、園児募集につなげては
　どうか。

⑥　創立以来、ぶれずに一貫して四季の自然を主軸した教育カリ
　キュラムを行い、保護者の信頼を得ていると思われる。英才教育
　をしている他の幼稚園と比較してここが良いと思って入ってくる
　人が多いから、今後も独自性をはっきりと打ち出していくと良
　い。

意　　見

①　園児募集・広報の「幼児教室での説明会の依頼を推進した」は
　中間期自己評価ではＢだが、年度末の自己評価結果がＣである
　が、わかりにくい。

②　研究保育と公開保育はどのように違うのかわかりにくい。

③　支援を要する子のケアを積極的に取り組むと良いのではない
　か。

園
児
募
集
・
広
報

⑤　園児の家庭状況や保護者のニーズを見極め、預かり保育内容について
　の広報に注力したい。

⑥　今後も教育内容を充実させ、近隣園との差別化を図っていきたい。

改　　善　　方　　策

評価項目
自己
評価
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